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〇府金産業経済協創担当係長 

定刻になりましたので、「令和７年度足

立区経済活性化会議部会」を開催させて

いただきます。このたびは、皆様ご多用

のところ経済活性化会議の部会委員をお

引き受けいただき、深く御礼申し上げま

す。私は事務局の産業経済協創担当係長

の府金でございます。よろしくお願いい

たします。本日の会議は公開となってお

りますので、傍聴席を設けております。

また、情報公開の関係で足立区役所２階

にあります区政情報課におきまして、委

員のみなさまの名簿・会議録・会議資料

を公開させていただきますので、あらか

じめご了承ください。また、会議録作成

のために、本日の会議を録音させていた

だきます。こちらもご了承ください。続

いて、本日の部会委員数を報告いたしま

す。部会委員定数 5名、出席委員 5名で

あり本日の会議が成立していることを報

告いたします。本日の部会についてご説

明いたします。夏に実施しましたアンケ

ート結果と第二回経済活性化会議で皆様

からいただきましたご意見を参考に、次

期経済活性化基本計画骨子（案）たたき

台を作成しました。それに対して、お忙

しいところご協力いただきました検討事

項を一覧にまとめています。これに基づ

いて、皆様から意見を伺い議論していき

たいと思います。部会の部会長につきま

しては、第二回経済活性化会議で鈴木会

長より指名がありました古川委員にお務

めいただきたいと思います。続きまして

副部会長の選任に移ります。副部会長に

ついては、部会長が指名すると定めてお

ります。古川部会長、副部会長の指名を

お願いいたします。 

 

〇古川部会長 

木村委員を副部会長に指名します。 

 

〇府金産業経済協創担当係長 

それでは、木村委員に副部会長をお願い

することといたします。 

 

《配布資料の確認》 

 

では、この後の議事進行を古川部会長に

お願いしたいと思います。 

 

○古川部会長 

資料 3骨子案に対する検討事項一覧に基

づき、お一人ずつご意見いただきたいと

思います。 

 

〇木村委員 

私自身の会社をもとに書かせていただき

ました。1点目は柱 1について、労働環

境を整えるためにワークライフバランス

推進事業で支援を受けていましたが、そ

の後も意識が向くようになりまして、来

年２月に自社内で自立体力測定を行う予

定です。毎月違ったテーマを設けて社内

で取り組んでいるのですが、費用がかか

るので支援があれば良いなと思っていま

す。枠組みができて意識が高まった後

で、支援があると背中を押せると思いま

す。2点目デジタル活用については、こ

れも自分の会社で感じていることなので

すが、小さな会社ですと先進のデジタル

活用は大切だとわかっていても、得意な

人がいないとか費用対効果を考えると導

入しない方が良いという選択肢が出てき

て、世間に追いつくのに精一杯の状況で

す。会社によって段階が違うので、会社

に沿った支援を考えていただけると良い



と思います。3点目は、何年か前に足立

ブランドで機械要素技術展に出展した際

に、足立ブランドのブースに来た方が、

このような加工はできないかと問い合わ

せがあり、仲間の会社がどのような加工

をしているかお互いにわかっていたの

で、それならあの会社に聞いてみてくだ

さいとご案内ができた経験があります。

その加工は一つの会社ではできず複数の

会社で加工して作り上げたのですが、横

のつながりの仕組みがないので、足立区

の中でモノを作り上げるということを組

織的にできたら良いと感じました。 

 

〇石鍋産業経済部長 

衛生部で実施する「元気な職場づくり事

業」は保健師を派遣して、健康指導や食

生活指導をする事業です。例えば職場で

社員の健康のために器具を導入する費用

を補助するというイメージでしょうか。 

 

〇木村委員 

例えば、野菜などを会社で販売してもら

うというビジネスがあるので、そのよう

なことを導入することもイメージの一つ

ですが、費用がかかるのでそこを少しで

も後押ししてくれると社内で「このよう

な事業もあるよ」と言いやすいです。 

 

〇石鍋産業経済部長 

初めていただいたご意見なので、どのよ

うなことができるのか研究をして先々活

かしていくと同時に、計画の策定にあた

っては計画の本文に考え方を盛り込んで

いきたいと思います。デジタル化につい

て、補助金の中でＷＥＢ活用アドバイザ

ーが、補助金を活用するにあたっての相

談を受けているので、個々の会社に対す

る適切なシステムはその相談の中で支援

していきます。横の連携については異業

種交流を盛り込みました。他区の下町ロ

ケットのような事例をイメージされてい

ると思いますが、そのような異業種間の

連携は実現させたいと思っています。 

 

〇小林委員 

柱立ての数は何となく考えたことですの

でこれは結構です。補助金や助成金につ

いては、行政の施策を知っている人は使

えるけれど知らない人は使えないと思い

ます。情報量の差で支援を受けられるか

どうかが決まってきます。仕組みや利用

方法はできるだけわかりやすくされてい

ると思いますが、一定の理解力や行動力

がないと支援を受けられないので、本業

が忙しいと諦めているのかと思います。

逆の方向から見ると、申請代行業者の問

題が出てきてしまうかもしれません。商

店街の独自アプリが約 1,000万円かか

り、国の補助金が 9割出るので商店街側

の負担は 1割で済みますよということ

で、色々な商店街でアプリが作られてい

るのですが、同じ業者がそのアプリを使

い回して開発コストを抑えて、業者が利

益を吸収していることは見ていて残念で

す。カスタマーハラスメントについて、

中小企業では組織として対応がマニュア

ル化しにくいところがありますので、必

要な支援だと思います。実際、我々金融

機関も不特定多数の方からお電話がある

ので身近な問題です。事業承継について

は、我々金融機関も課題だと捉えてお

り、どのぐらいのニーズがあるか、後継

者がいるのか、Ｍ＆Ａや社内の番頭のよ

うな方に引き継いでいくのか、というア

ンケートは過去 5年間で何度もしていま



す。ただ、実際にその次のステップとな

ると信用金庫では外部機関に繋ぐことが

多くなります。経営者が望んでいるのか

いないのか、今後どのように進めていく

のかで行き詰まることが多く、進めてい

くことは非常に難しいことだと思いま

す。他県の信用金庫でも事業承継マッチ

ングで成功している例はありますが、10

年ぐらい我慢して続けていかないと成功

に結びつかないという話を聞くと、本当

に腰を据えてやる必要があると思いま

す。創業の廃業率について、様々な数字

があります。5年生存率という創業して 5

年後に事業を続けている割合は約 2割と

言われます。しかし、私が信用金庫内で

データを集計したときにはそれ以上に生

存率が高かったです。アンケートの対象

が融資を受けている事業者が中心で、行

政の相談員が事業計画の作成を支援し

て、金融機関でも見ているので計画はし

っかりしています。やはり取引先数と客

単価の感覚を持ち、資金繰りと収益が計

画されていれば生存率は高いと感じまし

た。創業の動機として、良いものを作れ

ば買ってもらえると思っている傾向があ

り、経験を積んで、その経験を基に独立

すると、収益の感覚がないと厳しいこと

もあります。創業後安定してから別の地

域に移ってしまうことに関して対策を打

たれていると思いますが、近年はＩＴ関

連の創業が多く、地域との結びつきを前

提としない事業者も多いので、信用金庫

としてやりにくさを感じています。消費

者の生活相談について、消費者支援は産

業経済部がやることなのかと読んでいて

思いました。紙ベースの観光案内につい

て、グルメ系の冊子のようなものを置い

てくださいという話が多く、金融機関の

窓口に非常に種類があります。実際、行

政が発行している冊子とそれ以外の冊子

があり、区民にとってはどこが発行して

いるのかは重要ではなく、同じような冊

子が並んでいると受け止めるので、少し

整理できたら良いと思います。最後に、

事前に意見は出していませんが、中小企

業のコロナ明けの動向は二極化が進んで

いると感じています。良い方は、コロナ

禍にＤＸ化やＩＴ化で効率化を進め、人

手不足を補って収益を改善している。悪

い方は、ＤＸ化やＩＴ化に手を付けられ

ず、人手不足が進んで人件費の負担が重

くなっています。さらに金利も上がって

いるので収益が圧迫されます。ここにも

何か支援をしていただければと思いま

す。 

 

〇石鍋産業経済部長 

申請代行業者に関しては、やめた方が良

いのではと言いたいところです。例えば

小規模事業者経営改善補助金ですと、周

知を補っていただいている面もあるので

目を凝らしていくしかないと思います。

カスタマーハラスメントについては、最

近出てきた概念でまだしっかりした対策

が取れていないと思いますので、周知を

していく必要があると思います。事業承

継について、外部機関に繋いだ後に行き

詰ることが多いとのことですが、これは

内部での事業承継になりますか。 

 

〇小林委員 

その入口を確認したうえで、内部で承継

するということであればそのサポートを

するのですが、どちらかというと内部に

継ぐ人がいないので外部に、という支援

をしようとすることが多いです。 



 

〇石鍋産業経済部長 

誠意をもって会社を引き継いでもらえる

かという不安を感じていて、区として事

業承継においてＭ＆Ａを対象にしていく

にはどうしたら良いのかは考えていく必

要があると考えています。 

 

〇小林委員 

ご存じかもしれませんが、足立区内で金

融機関が紹介した案件で、お客様に多大

な損失を与えた案件が記事になっていま

した。金融機関もそのような方だと思っ

て紹介したわけではないと思いますが、

結果として詐欺ではないかとなったこと

は同じ業界として怖いと思いました。 

 

〇石鍋産業経済部長 

過去に区内でも比較的歴史のある事業者

がそのような詐欺に巻き込まれた事例が

あるので、区としても警戒する必要があ

りますし、親族承継等の内部承継に限っ

て現在は支援している理由でもありま

す。Ｍ＆Ａの仕組みや法整備が進まない

と難しいところもあると思います。事業

計画については、創業者だけでなく既存

の事業者にも客単価のような考え方を身

に着けてもらいたいと思っています。先

日の産業実態調査アンケートで、昨年と

比べた売上を把握していない事業者が約

10％もいて驚きました。既存の事業者に

対しては補助金申請の相談を受ける際に

事業計画を作ってもらい収益の考え方や

計算方法を伝えていきます。創業後の区

内定着について、区として創業セミナー

で意識しているのは、創業者同士の人的

なネットワークを築いてもらうことで

す。創業する前から横の繋がりを持ち、

情報が少ない分仲間を増やしてもらう。

そのようなネットワークがある地域で事

業を継続したいと思ってもらえる仕組み

を引き続き作っていきます。消費者セン

ターを産業経済部で所管していること

は、産業経済部の商品に対するスタンス

と消費者センターのスタンスが異なるこ

とからジレンマに感じています。長年こ

のように続いているので柱に入れざるを

得ない状況です。紙ベースの観光案内で

すが、産業振興課でもグルメ情報誌があ

るので乱立しているように見えるかもし

れません。区としては、手に取ってもら

える魅力的な内容を提供していきたいと

考えています。 

 

〇瀬田委員 

全体的な私の感想ですが、他区の同業者

の話を聞くと足立区の事業者支援は手厚

くて、そこまでやっているんだと言われ

ることが多いです。事業者の立場とし

て、やる気がある人たちはどんどん情報

を掴みに行きますが、そうでない人たち

との二極化が激しくて、どこまでをター

ゲットにしていくのかは考えた方が良い

と思います。柱１について、採用、定

着、育成のなかでそれぞれに、どのよう

な支援ができるのかをわかりやすく示す

必要があります。求人に特化したコンサ

ルタントがいますが、正直質が低いで

す。コンサルタントに任せるよりも採

用、定着、育成でうまくいっている会社

をベンチマークして発信した方が、やる

気のある会社にとってはヒントが得られ

ると思います。デジタル化については、

デジタル化と一言で書いていますが、デ

ジタライゼーションとＤＸは異なって、

多くの区内製造業では紙の伝票を扱って



いる状況だと思うので、なぜデジタル化

をするのか伝えないと動きには繋がらな

いと思います。エクセルにはデータが入

っているけれども、それが情報として価

値を生んでいない会社もあります。ＤＸ

はハードルが高いので、うまくいってい

る会社の事例を見せると良いと思いま

す。販路開拓については、展示会に出る

機会を作っていると思いますが、愛媛県

では知事自らが売り込みに行っていま

す。5年で約 300億円の売上を作って、

海外にも知事が出向きます。足立区では

難しいかもしれないですが、足立区役所

が大手企業と付き合っているのであれ

ば、紹介してもらうだけでも嬉しいで

す。モノ余りの時代で成熟社会ですか

ら、モノづくりの価値はどんどん下がっ

て、コト作りにシフトしています。モノ

づくりにかける想いやストーリー、感情

を表現するには、クリエイターとの協創

が必要だと思います。伝統工芸品も非常

に良い品を作っていますが、卸の言われ

た通りにしか作れない、自分たちの価値

やストーリーを出せないので高く売れな

いこともあります。クリエイターと協力

して発信することが一つの手だと思いま

す。ＳＤＧｓは、ＣＳＲ戦略として取り

組む必要がある一方で、慈善事業として

映って価値がないように感じる経営者も

多いです。価格と品質だけでは差別化で

きないので、それ以外でどのように差別

化をしていくかが大事です。これが採用

にも繋がっていて、ＣＳＲ戦略をしてい

る会社は、我々の業界ですと採用がうま

くいっています。事業承継については、

誰が買ってくれたかが非常にポイント

で、自分の育てた会社を売れない経営者

が多いので、この人だったら会社を任せ

ても良いという人には、それなら頼むと

いう話になりやすいと思います。買い手

側のリスト、このような人たちが事業を

求めているという形で買い手側の顔が見

えると良いと思います。それから自社の

価値が見えていない方も多いので、価値

を可視化できると誰かに継がせてあげた

いとなると思います。創業については、

足立区には若くて優秀な経営者がいます

が、既存の団体には入っていない方が多

いです。そのような人たちが区と接点を

持っているのかは気になるところで、区

の支援策を活用してもらえるようにＰＲ

する必要があると思います。ピッチもや

った方が良いです。お金はあって新しい

事業をやりたいけれど、社員も従業員も

いないし、出資しても良いという方もい

ます。商店街については、シャッター商

店街が多い一方でお店を開きたい方もい

るので、そこをマッチングできればシャ

ッター通りがチャレンジする場所になり

ます。足立区にはオフィスが足りないで

す。起業しようと思ってもオフィスがな

く、企業向けのオフィスを作るための支

援がないと実際に会社を起こせないと思

います。最後に、観光施策については大

型イベントなどで成功していますが、も

っと小さいクリエイターが入ったセンス

が良いイベントが増えてくると面白いと

思っていて、観光交流協会が実施するの

ではなく、応募させてプロポーザルのよ

うな形が良いと思います。アイデアベー

スで色々言いましたが、事業者の立場側

からこのようなことをやられたら良いと

感じています。 

 

〇石鍋産業経済部長 

人材の確保や育成については、それぞれ



のステージごとに必要な支援があり、企

業にとっても得意・不得意は目に見えて

いますので、ステージごとの支援を整理

していく必要があると思います。発信に

ついては、前回の会議で秋葉商会の遠藤

社長がお話ししたような事例を紹介し

て、効果を伝えていきたいと思います。

デジタル化についてもマッチングクリエ

イター等から成功している事例を集めて

紹介をしていきたいと思います。販路開

拓については、国内販路拡大支援事業に

おいてバイヤー等への商談機会を設けて

います。バイヤー等に繋ぐ前に、商品の

コンセプトやデザインなどで訴求力を上

げて、その上で商談に進めていくという

流れで数年間実施しています。いずれは

大手企業のバイヤーについても検討して

いきたいと思います。モノづくりとコト

作りを掛け合わせていく話をする必要が

ありますが、その企業の強みや魅力がど

こにあるのかを掴んで発信していかなけ

ればならないと思います。足立ブランド

各社がそれぞれの企業の特徴を発信する

取り組みを進めていますが、それを他に

も広げる形にしていきます。ＳＤＧｓに

ついて、ＣＳＲ戦略としてブランドイメ

ージを上げることは企業にとって重要

で、その点もあることを伝えていきま

す。事業承継に関連した自社の価値につ

いて、自社のブランド力や良いところが

わからなくて、どのように訴求すると良

いのかを掴めていない企業が多いです

し、会社の収益がどうなっているのかを

考えていない企業もありますので、引き

上げていくことが必要です。これまでの

事業を通じた伴走支援で、企業価値につ

いて気づきを与えられるアドバイスがで

きるようにすることも考えています。買

い手側のリストに関して言えば、公開し

ても良いところがどれくらいあるかによ

りますが、事業承継の意識や動きを生み

出していくためには、このような手法も

検討が必要だと思います。後継ぎベンチ

ャーについては、今の事業承継補助金の

枠組みでも可能だと思いますので、承継

される方の意思、新しい事業の方向性を

聞いた上で進めていきたいと思います。

ピッチについては議会からも意見があ

り、創業プランコンテストを公開するこ

とを昨年検討しました。参加された方の

話を聞くと、持っているアイデアが知ら

れてしまうことを懸念する方もいて、コ

ンテスト自体を大きく変える必要があり

ます。商店街のお店については、以前あ

る商店街で、シャッターが閉まっている

お店が本当に空いているのかを調べまし

たが、小売は止めたが卸売として使って

いるところがありました。また、建物の

構造上、お店側から入って居住スペース

に行く建物も多く、店舗として貸し出せ

る状態ではなかったこともわかりまし

た。構造的に許されるような店舗があれ

ば進めたいと思いますが、５年程前に実

施した空き店舗マッチング支援事業で

は、空き店舗として貸し出す方が少なく

てうまくいきませんでした。イベントの

開催について、効果的なイベントに関し

ては事例を紹介していきたいと思いま

す。地元の方のアイデアを活かしたイベ

ントは非常に重要ですので、やる気のあ

る人たちを後押しして地域を盛り上げる

必要があります。今年は千住宿開宿４０

０周年で、関連したイベントを実施する

場合に観光交流協会が補助金を出すこと

にしたところ、２０数件手が挙がりまし

た。また、去年から始まった、食と音楽



の祭典というイベントでは多くのお客さ

んが来て、資金も自分たちで集めて実施

していました。そのような方々の意気込

みを後押ししたいと思っています。 

 

〇瀬田委員 

ＣＳＲについては、印刷業界でＣＳＲ認

証制度を作って、横浜の大学内に認証セ

ンターを作って学識者にチェックしても

らえる仕組みがあるので情報提供ができ

ます。自社のＢＳ／ＰＬを入力する自社

の価値がネット上で確認できるシステム

を作っているので、こちらも今後提供で

きる可能性があります。足立区で大手企

業と付き合っていると思うので、中小企

業を集めて名刺交換会でも良いので繋が

りができたら良いと思いました。 

 

〇齋藤委員 

主に 3つ申し上げたいと思います。1つ

目が、施策 1②人材育成における定着支

援について、基本的にはリソースが足り

ない部分があるからそこを補助していく

という主旨で書かれていると思います。

一方でそれ以外にもどうしても人が足り

ない部分が出てくると思いますので、オ

ペレーションを効率化してデジタル化す

ることや正社員ではなくアウトソースす

るような方向性もあり得ると思いまし

た。2点目は、柱 4では基本的には足立

区の中で起業したスタートアップに拡大

してもらうという主旨だと思いますが、

それだけでなく足立区外で大きくなりつ

つあるスタートアップや創業期の企業を

呼び込む方向性があっても良いと思いま

した。足立区に合うスタートアップや企

業を連れてきて、実証実験ができる、モ

ノづくりの工場とのコネクションをサポ

ートします、という魅力を出して足立区

に来てもらうことは施策の方向性として

はあり得ると思いました。３点目は、柱

３と柱６に絡んでくると思いますが、基

本的には区が主体となって観光施策を打

ち出して、区の魅力を外に発信していく

という方向性だと思います。街づくりの

魅力の発信となると、区だけでなく大手

の不動産会社などと協働して一緒に街づ

くりをしていくことが施策の方向性とし

て良いと思いました。民間の資金が入っ

ている中で、民間と区が独立でそれぞれ

違うコンセプトで街の魅力を押し出すの

ではなく、一緒に同じ方向を向いて行う

と良いと思います。 

 

〇石鍋産業経済部長 

アウトソースについては、代替手段とし

て発信していきます。誘致について、特

別区は固定資産税を徴収できないので、

他の市町村のように固定資産税の免除を

謳って誘致ができません。大学や大学病

院を誘致した後なので動きが取りにくい

面があります。街づくりについては、エ

リアデザインという形で地域ごとに計画

を立て、不動産会社と意見交換しながら

進めています。 

 

〇古川部会長 

新たな計画を作るのであれば、区民の

方々にアピールする言葉で伝えたら良い

と考え、言語化という言葉を何度か書き

ました。言葉は非常に大事だと思ってい

まして、この枠組みのもとに施策ができ

るときに、言葉に基づいて新しい発想や

アイデアが生まれると思います。他の市

町村の成功事例を見ると、ボトムアップ

が成功しているところが活性化している



と感じています。上から言われてその枠

組みを活用することも大事だと思います

が、下から自分たちで作って盛り上げて

いく、先ほど話が出ました食と音楽の祭

典もそうですし、千住宿４００周年に関

連したイベントの補助金に２０数件も手

が挙がったことは、自主的に何かやろう

というエネルギーを吸い上げた事例で、

今後さらに大事になると思います。他の

市町村の事例を見に行くことは参考にな

ります。柏の葉キャンパス駅周辺はコミ

ュニティが非常に充実していいます。ク

リエイターもいて、アレンジャーもい

て、うまく吸い上げています。区内にも

いると思いますが、そのような方を増や

していく必要があると思います。瀬田委

員からもありましたが、活躍している方

がいるけれどもお互いに繋がりができて

いない、あるいは政策側との繋がりが見

えないということであれば、そのような

方々をうまく活用したボトムアップを次

の 8年間はご検討いただくと良いと感じ

ています。 

 

〇石鍋産業経済部長 

人と人を繋ぐハブになる人のエネルギー

を活かしていきたいと思います。行政は

安全思考ということがありますが、うま

くエネルギーを引き出せるようにすると

良いと思います。 

 

〇古川部会長 

もう１点として、今日お話を聞いて、

様々なリスクが高まっていると感じまし

た。Ｍ＆Ａの詐欺の話も出ましたし、消

費者の観点でも詐欺が蔓延っていて、デ

ジタル化についても相当なリスクがあり

ます。企業や個人にとっても同様です。

リスクへのリテラシーは非常に大事にな

ります。ニュースでも詐欺防止は言われ

ていますが、もう少し草の根レベルで対

策しないと大変なことになるという懸念

があります。小早川委員からサイバー攻

撃に関する意見がありましたし、今日話

を聞きながらますます必要だと思いまし

た。 

 

〇石鍋産業経済部長 

企業自体を守ることにも繋がりますけど

も、瀬田委員からお話があったＣＳＲ戦

略とも繋がると思います。リテラシーを

意識して活動して、安全を担保している

ということをＰＲすることが今後のデジ

タル化の重要な要素になるかもしれませ

ん。 

 

〇古川部会長 

皆さんもそうだと思いますが、メールボ

ックスは迷惑メールで溢れています。以

上で、各委員からのご意見をお伺いでき

ましたが、この場でいくつかテーマを持

って話し合いたいと思います。何かこの

話をしたいというものはありますか。 

 

◯瀬田委員 

中小企業庁が「ローカルゼブラ」という

地域の課題を事業を通じて解決する企業

を育てる構想があります。中小企業庁も

地域課題を解決するプロデューサーが大

事だと言っていますし、まずプロデュー

サーを育成することが地域の活性化の第

一歩という気がします。ミクロの話をし

ますが、中島区議会議員は若くて優秀な

起業家を知っていて、私も優秀な経営者

と繋がりができました。最後にふるさと

納税ですが、返礼品は物が多くて、サー



ビスは少ないと思います。例えば、千住

の飲み横で飲み歩けるチケットを返礼品

として出したら多くの人が買うと思いま

す。 

 

〇古川部会長 

まずローカルゼブラの話がありました。

地域でプロデュースする人を育てたら良

いのではということですがいかがです

か。 

 

〇木村委員 

イメージされている年代はどれぐらいで

すか。 

 

〇瀬田委員 

結構年配の方もイメージしています。 

 

〇木村委員 

非常に興味があって頭の中にあるものを

どこでどうやって誰に話せば良いのか悩

むことがあります。ローカルゼブラのこ

とは初めて聞きましたが、非常に興味が

あります。創業といつも若い起業家がス

ポットライトを浴びている気がします

が、私のように定年後に何かやろうと考

える人もたくさんいると思います。 

 

〇瀬田委員 

例えば私も商工会議所や工業会などの団

体に所属していますが、70代の方がリー

ダーで、何か新しいアイデアが出るかと

いうと出てこない。若いとアイデアはあ

るけどネットワークや資金力がない。50

代だとある程度経営者として食べられて

いるので、この先の人生で何かを残した

いという人が結構いる。人脈があってお

金も出してくれる。この人たちを束ねて

何かを始めて、動かすのは若い人たちと

いうイメージです。 

 

〇小林委員 

確かに親会の方は高齢化が進んでいま

す。その代わりに区内で有名な方たちが

揃っています。その下には青年部のよう

な若い方の会もあって、色々な発想もあ

って結びつきもすごく強いのですが、こ

の方たちが親会となかなか結びつかな

い。親会は高齢化してどうしていこうか

と悩んでいるのに、その下の若い方とう

まく連携していないことが課題だと思い

ます。地域の中でイベントをする時には

調整が非常に大事ですが、そこにコンサ

ルタントのような方が入ってきて、地域

のためではないので費用が発生している

例もあります。調整役を地域の年配の方

が一生懸命やっている一方で、看板自体

はコンサルタントが担っていることで費

用が発生する、という悩みは最近感じて

います。千住宿開宿 400年の祭りが終わ

って、商店街 4つが一つになって、宿場

町の中で日本一長い商店街として取り組

んでいるところにも、コンサルタントが

入ってきています。 

 

〇古川部会長 

上が重たいということはあります。下が

育っていないというより、上が重たいと

思います。 

 

〇瀬田委員 

既存の青年部は親会の幹部を育成するた

めの会なので、どうしても親会に縛られ

て自由なことはしにくい。団体とは離れ

た組織体で自由なコミュニティが必要な

気がします。 



 

〇齋藤委員 

私も色々考えたのですが、ローカルゼブ

ラや最近だとインパクトスタートアップ

のように言葉が使われていて、インパク

ト投資をする、社会課題を解決するとい

う企業が出てきていますが、自治体に目

を向けてやるところは出てきていない印

象です。足立区で特化したものをいかに

起こせるのかが、ローカルゼブラのよう

な話を進めていく一つのヒントになると

思いました。このように地方創生や地方

の課題を何とかしたい大学生や若者は周

りに多い一方で、実際に結果を出すため

に必要なネットワークはキャリア後半の

方々が持っています。ここをどのように

繋ぐかはヒントになると思いました。ビ

ジネスの中だと顧問制度やエキスパート

インタビュー、期間限定のアドバイザー

などがあり、最近はそこの結びつきがフ

ラットになっていると思います。一方

で、足立区でできる環境かというと、そ

うではないところもあります。今ない解

決策を新しく作るよりは、ビジネス界で

行われているエキスパートインタビュー

とか顧問の仕組みのようなものが、区内

で小さい形でできると若者とその地域を

繋ぐヒントになると思いました。 

 

〇古川部会長 

ありがとうございます。瀬田委員から 2

つ目に若い起業家というお話がありまし

た。 

 

〇瀬田委員 

面白い人達がいるからと呼ばれて、そこ

には 40歳前後の起業家が多く集まってい

て、一人は学童のビジネスで学童を学校

よりも面白いと言わせた人、視覚障がい

者を数多く支援をしている人、障害者雇

用で成功している人、古民家の再生に関

わっている人など、そのような人達が多

くいて、彼ら同士が繋がっている。商工

会議所とは全く違うところで新しい動き

があることを知ってすごく嬉しかった。

どちらが良いということではなく、上の

人達と彼らが結びついていないことが問

題です。これだけ人的資源があるのに結

びついていない、ここを結びつけるだけ

で様々なことが起こると感じました。商

店街もそうです。個人で優秀な人がお店

を出していて、チャレンジできる場はあ

ると思います。いま私が話したいのは、

事業を始める彼らのような人達や、空き

家などの場所、新しく再生しようとする

動きが足立区にはあると思います。ここ

をうまく繋げるだけで、新しいプレイヤ

ーも増えていくと思います。そのような

グランドデザインを区が行い、細かいと

ころを民間が担ってもらうと良いと思い

ます。 

 

〇石鍋産業経済部長 

ボトムアップが大事で、こうしなさいと

区が言うと面白いことはできない。自由

に活かして、可能性を引き延ばすことが

重要だと思います。区の取り組みとして

は、区が抱える地域課題や行政ニーズを

あらかじめ提示してそれらを解決するた

めのアイデアや技術を広く募集する「官

民協創プラットフォーム」や、やりたい

ことを叶える場所づくりとして運営する

「あやセンターぐるぐる」があります。 

 

〇古川部会長 

齋藤委員に聞きたいのですが、世代間や



違う分野の人たちが集まるだけでなく、

活躍している方々の層は違うけれどもそ

れを対流させるような事例はないでしょ

うか。 

 

〇齋藤委員 

私が先ほど申し上げたのはあくまで一例

で、顧問のような形で一時的にアドバイ

スを提供することやエキスパートインタ

ビューのように時間単位でアドバイスを

もらうことが一つ例としてあります。他

には、長い間行政にいた方が取締役とし

て民間企業のヘッドにつくような、異業

種間の転職もポイントとしてあると思い

ました。官民の行き来を支援する会社も

あるのですが、厚労省にいた方がコンサ

ルなどの民間に行く、逆に民間から行政

に入るなど、異業種間の行き来の形はヒ

ントになると思います。足立区で言う

と、区で行政に携わられてきたネットワ

ークのある方が、スタートアップにアド

バイザーとして入るとか、そのような対

流のさせ方があると思います。 

 

〇古川部会長 

先ほどの千住宿 400周年の事例はまさに

そうだと思いますが、ある目標に向かっ

て皆で力を合わせることを行政が仕掛け

たという事例はあるのでしょうか。 

 

〇石鍋産業経済部長 

上手くいったかどうかはこれからの評価

になると思いますが、できるだけ人を巻

き込んでやっていこうという意識は持っ

ています。 

 

〇古川部会長 

最後にふるさと納税についてです。 

 

○瀬田委員 

サービスをふるさと納税の返礼品に入れ

ると良いと思います。 

 

〇安田観光交流協会事務局長 

銭湯の一番湯につかれる返礼品は人気が

あります。 

 

〇瀬田委員 

以前、エンブレムホテルの入江さんが、

西新井で 100人ほど集めてハッカソンを

やられた際は、新たな人と繋がることが

できました。面白そうな人を呼んだり、

様々な年齢層を集めたミーティングがあ

ると良いと思いました。 

 

〇石鍋産業経済部長 

100人会議が開催されています。 

 

〇瀬田委員 

話は変わって、お願いでもあるのですが

ＳＲ調達というのがありまして、調達先

を値段だけで決めるのではなく、地域の

課題を解決できる会社に発注する動きが

あります。これをぜひ足立区で導入して

もらい、調達を変えると企業が育ちま

す。地元の企業に発注して、その会社が

福祉を一生懸命やる会社であれば、発注

することで障がい者雇用を増やせます。

発注の仕方を変えるだけで、区内の会社

が変わっていくと以前から思っているの

で、検討してもらいたいです。 

 

〇石鍋産業経済部長 

繰り返し内部で伝えていきます。 

 

以上 


